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(57)【要約】
【課題】購入単価を低減するにはどの様な視点でコスト
ダウン活動を行えば効率的なのかを明確するためのシス
テムを提供する。
【解決手段】製品に用いられる各部品について、少なく
とも購入単価、使用個数からなる部品情報を格納するデ
ータベースを管理する部品情報データベースサーバ１と
、部品情報データベース１にネットワークを介して接続
可能な端末装置２０と、から構成し、端末２０は、部品
情報データベースサーバ１から取得した部品情報につい
て、コストダウン可能性を格付けするための格付け評価
項目と、各格付け評価項目に対して付けられた点数と、
コストダウンの視点を明確にする視点評価項目と、各視
点評価項目に対して付けられた点数と、を格納し、各部
品について格付け評価項目の点数の総和を演算し、総和
が相対的に大きな部品について、さらに、点数の最も大
きな視点評価項目をコストダウンの視点として抽出する
ようにした。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　製品に用いられる各部品について、少なくとも購入単価及び該製品に用いられる使用個
数からなる部品情報を部品番号に関連づけて格納するデータベースを管理する部品情報デ
ータベースサーバと、
　該部品情報データベースにネットワークを介して接続可能である端末装置と、から構成
され、
　前記端末装置は、
　前記部品情報データベースサーバから取得した部品情報について、コストダウン可能性
を格付けするための複数の格付け評価項目と、各格付け評価項目に対し所定の規則に基づ
いて付けられた点数と、コストダウンの視点を明確にするための複数の視点評価項目と、
各視点評価項目に対して所定の規則に基づいて付けられた点数と、を格納する機種部品デ
ータベースと、
　各部品について前記格付け評価項目の点数の総和を演算し、演算した総和の値が相対的
に大きな部品について、さらに、点数の最も大きな前記視点評価項目をコストダウンの視
点として抽出する演算手段と、
を備えたことを特徴とする部品購入単価低減支援システム。
【請求項２】
　前記各付け評価項目及び前記視点評価項目は、コスト低減効果の程度、購入価格、又は
コスト低減活動のしやすい程度を指標化したものであることを特徴とする請求項１に記載
の部品購入単価低減支援システム。
【請求項３】
　前記コストダウンの視点は、少なくとも「２社購買」、「最適工程設定」、「部品のモ
ジュール化」、「使用の最適化」の４つの視点からなることを特徴とする請求項１又は２
に記載の部品購入単価低減支援システム。
【請求項４】
　前記端末装置は、使用者に情報を提示するための表示手段を有し、
　前記機種部品データベースは、前記４つに分類した視点ごとにコストダウンを行うため
の手順を示すフローを有し、
　前記演算手段によってコストダウンの視点が抽出されると、抽出されたコストダウンの
視点に該当するフローを前記表示手段に表示することを特徴とする請求項１乃至３の何れ
か一項に記載の部品購入単価低減支援システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、製品に使用する部品の購入単価を低減するために必要な技術課題を明確にす
るスキームを支援するためのシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、製品に使用する部品を購入するコストを抑制するために、購入部品のコスト情報
を集め最安値の部品を探すシステムが存在している（例えば特許文献１）。
　しかしながら、実際の製品の要求仕様により最安値部品が使用できない場合もあり、最
終的に製品システム評価の結果が良好なものを採用しているのが現状である。
　そこで、製品への搭載が決定した部品に対しての継続的なコストダウン活動を行っては
いるものの、その活動は漠然としており、有効なコストダウンを行うにはどのようにすれ
ばよいかは不明確であり、課題も漠然としていた。
【特許文献１】特開２００３－２９６５９８公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
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　本発明は、かかる現状を鑑みてなされたものであり、現流機に搭載している部品の購入
コスト（単価）を低減する為に必要な技術課題を明確し、課題抽出をシステマチックにす
るものである。
　すなわち、設計生産委託している部品を購入している際、その購入単価を低減する手法
を、所定の指標にて定量的に表し、効率的かつ効果的にコストダウン対象の部品を決め、
技術課題抽出フローを用いて具体的な技術活動の抽出を支援する。
　本発明は、購入単価を低減するにはどの様な視点でコストダウン活動を行えば効率的な
のかを明確するためのシステムを提供すること目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　かかる課題を解決するために、請求項１の発明は、製品に用いられる各部品について、
少なくとも購入単価及び該製品に用いられる使用個数からなる部品情報を部品番号に関連
づけて格納するデータベースを管理する部品情報データベースサーバと、該部品情報デー
タベースにネットワークを介して接続可能である端末装置と、から構成され、前記端末装
置は、前記部品情報データベースサーバから取得した部品情報について、コストダウン可
能性を格付けするための複数の格付け評価項目と、各格付け評価項目に対し所定の規則に
基づいて付けられた点数と、コストダウンの視点を明確にするための複数の視点評価項目
と、各視点評価項目に対して所定の規則に基づいて付けられた点数と、を格納する機種部
品データベースと、各部品について前記格付け評価項目の点数の総和を演算し、演算した
総和の値が相対的に大きな部品について、さらに、点数の最も大きな前記視点評価項目を
コストダウンの視点として抽出する演算手段と、を備えたことを特徴とする。
　また、請求項２の発明は、前記各付け評価項目及び前記視点評価項目は、コスト低減効
果の程度、購入価格、又はコスト低減活動のしやすい程度を指標化したものである請求項
１に記載の部品購入単価低減支援システムを特徴とする。
　また、請求項３の発明は、前前記コストダウンの視点は、少なくとも「２社購買」、「
最適工程設定」、「部品のモジュール化」、「使用の最適化」の４つの視点からなる請求
項１又は２に記載の部品購入単価低減支援システムを特徴とする。
　また、請求項４の発明は、前記端末装置は、使用者に情報を提示するための表示手段を
有し、前記機種部品データベースは、前記４つに分類した視点ごとにコストダウンを行う
ための手順を示すフローを有し、前記演算手段によってコストダウンの視点が抽出される
と、抽出されたコストダウンの視点に該当するフローを前記表示手段に表示する請求項１
乃至３の何れか一項に記載の部品購入単価低減支援システムを特徴とする。
【発明の効果】
【０００５】
　本発明よれば、購入単価低減の目的を達成するために必要な各部品の情報を各データベ
ースより、ネットワークにて接続している端末で容易に取得することができ、同時に各判
断基準の自動演算を端末にて行うことで、コストダウンのし易さとしての格付け及びどの
様な視点でコストダウンした方が効率的かを短時間で抽出することが可能である。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００６】
　以下、図面を参照して本発明のシステムの好適な形態を詳細に説明する。
　図１は、本発明のシステム構成の一例を示す図である。
　本システムは、ネットワークＮＷを介して接続されている部品情報データベースサーバ
１と端末装置２０から主に構成されている。
　部品情報データベースサーバ１は、製品ごとに用いられる部品についての情報を格納・
管理するものであり、部品ごとに割り当てられた部品番号（部番）と各部品の購入単価を
関連付けて管理する部品発注データベース１０、部番と部品の品質を関連付けて管理する
市場品質データベース１１、部番と製品における使用個数、取引メーカを関連付けて管理
する生産準備システムデータ１２から構成される。
　端末装置２０は、ＰＣ（Personal Computer）等であり、ネットワークＮＷを介して各
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データベースに接続して格納されるデータを取得することができる。
【０００７】
　図２は、図１の端末装置２０の構成を示す機能ブロック図である。
　図２に示すように、端末装置２０は、主に、製品で使用する部品を機種毎にリスト付け
した機種部品データベース２１、必要な情報をユーザに入力させるキーボード等の入力手
段２２、使用するユーザに、必要な情報を入力させるための画面を表示したり、情報を提
示したりするための表示手段としてのディスプレイ装置（表示装置）２３、上記データベ
ースから取得した情報やユーザによる入力をもとに演算を行う演算手段２４、ネットワー
クＮＷに接続するためのネットワークインターフェイス２５から構成されている。
　端末装置２０は、ネットワークを介して部品情報データベースサーバ１から、部品の購
入単価、品質、製品における使用個数、取引メーカを取得して、機種部品データベース２
１に格納し、各部品について、コストダウンの可能性の格付けを行う。
　すなわち、部品ごとにコストダウン可能性を格付けするための項目ごとに、後述する所
定のルールに基づいた点数をつけ、機種部品データベース２１にその情報を入力・格納す
る。
【０００８】
　図３は機種部品データベース２１に格納する項目の一覧を示す図である。
　機種部品データベース２１には、部品番号、部品リスト、仕入先等、単価の情報ととも
に、部品のコストダウン可能性（コストダウンのしやすさ）を格付けするための「格付け
項目（格付け評価項目）」、コストダウンの着眼点を明確にし、実際に部品のコストダウ
ンを行うための切り口（視点）を決定するための「コストダウン切り口（視点評価項目）
」の項目を含んでいる。
　詳しくは、「格付け項目」は「コスト比率」、「コスト総額」、「コスト差額」、「新
機能部品」、「製品から見た部品の汎用性」、「部品製造工程から見た部品の汎用性」、
「評価技術の有無」、「製品仕様の明確化」、「市場品質」等の項目からなる共通項目、
コストダウン切り口は、「２社購買」、「部品のモジュール化」、「仕様の最適化」、「
最適工程設定」の各項目から構成される。
　さらに「コストダウン切り口」において、「２社購買」は、仕入れ先数、「部品のモジ
ュール化」は、部品使用の明確化、部品全体から見た製品の汎用性の項目からなり、「仕
様の最適化」は、部品仕様の明確化、部品製造工程から見た部品の汎用性、「最適工程設
定」は、仕入れ先の協力度の項目等から構成される。
　なお、「２社購買」は、仕入先の競合による購入価格の低減、「最適工程設定」は、無
駄な工程の低減による購入価格の低減、部品のモジュール化は、集約化による購入価格の
低減、仕様の最適化は、余剰機能の低減を図ることにより、コストダウンを図るための指
標である。
　図３に示すように、各項目には、下記に示す所定の規則に基づいた配点ルールに基づい
た得点がつけられている。
【０００９】
　図４は、「共通項目」に含まれる項目の詳細と指標（配点）を示す図であり、図５は、
「コストダウン切り口」に含まれる項目の詳細と指標（配点）を示す図である。
　ここで、項目ごとの配点は、
１．コストダウン効果が大きい
２．コストが高い
３．コストダウンがしやすい（難易度が低い）
の３つの視点から決定し、指標化したものである。ポイント数が大きい部品がコストダウ
ンをしやすい部品と考える。
　図４において、例えば、共通項目である「コスト総額」は購入単価に使用個数を掛け合
わせたものであり、使用数量に対するコスト（製品１台あたりのコスト）である。例えば
、１０００円以上のものをポイント１０、５００円から１０００円未満のものをポイント
５、１００円から５００円未満のものをポイント３、１００円未満のものポイント０とす
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る。
　また、「新規機能部品か？」の項目は、今まで製品に搭載されたことのない新規の機能
、機構の部品であればポイント１０、共通仕様でなくシリーズ機種で２度目の搭載であれ
ば、ポイント７、新規機能あるいは機構の部品でなければポイント０とする。
　これらのポイントが高い部品は、コストアップの要因であることが考えられるので、コ
ストダウンの対象とするべきものであり、コストダウンの余地のある部品であるといえる
。
　また、図５に示す「コストダウン切り口」項目では、２社購買の項目の仕入れ先数の項
目は、部品の仕入れ先が１社の寡占状態にあるか、２社以上が競合状態であるかを評価の
視点としており、１社のみであれば、値段が下がらずコストアップの原因となるためポイ
ント２０、２社のみであればポイント３、３社以上であればポイント０とする。
【００１０】
　図６は本システムにおける処理の流れを示すフローチャートである。
　まず、端末装置２０が起動され、部品情報データベースサーバ１に接続を行う（Ｓ１０
０）。
　端末装置２０は、表示装置２３に、図７に示すような、パスワードを入力させるための
入力画面を表示し、入力手段２２によってパスワードを入力させ、入力されたパスワード
を部品情報データベースサーバ１に送信する（Ｓ１０１）。
　部品情報データベースサーバ１は、送信されたパスワードを認証し、パスワードが正し
く、正常に認証されると（Ｓ１０２でＹｅｓ）、コストダウンの判断に供する部品の部品
番号を入力させるための入力画面の表示に必要な情報を端末装置２０に送信する。端末装
置２０は、この情報をもとに部品番号を入力させるための、図８に示すような入力画面を
表示装置２３に表示する（Ｓ１０５）。
　パスワードが認証されない場合は（Ｓ１０２でＮｏ）、端末装置２０の表示装置２３に
アクセスが拒否された旨の表示がされて（Ｓ１０３）処理は終了される（Ｓ１０４）。
【００１１】
　認証終了後、端末装置２０に備えた入力手段２２によって、部番が入力され（Ｓ１０６
）、入力が完了されると（Ｓ１０７でＹｅｓ）、端末装置２０は、部番を部品情報データ
ベースサーバ１に送信する（Ｓ１０８）。
　部品情報データベースサーバ１は、送信された部番を基に各データベース１０、１１、
１２に対して検索を行い（Ｓ１０９）、該当する部番に関連付けられている購入単価、市
場品質、使用個数、取引メーカなどの情報を検索結果として端末装置２０に返す。
　検索結果は、端末装置２０に受信され（Ｓ１１０）、端末装置２０は、検索結果を表示
装置２３に表示し、入力手段２２によって、機種部品データベース２１に予め入力してあ
った部品ごとの「格付けポイント」、「コストダウン切り口ポイント」を演算装置に入力
する（Ｓ１１１）。
　なお、購入単価、使用個数の情報は、図３のリストにおける「コスト総額（購入単価×
使用個数）」の点数に影響を与えるため、これらの情報によって図３のリストを更新し、
点数に変化が生じる場合は、点数も適宜変更するようにすればよい。
　なお、図３のリストにおける点数は、予め入力しておくのではなく、部品情報データベ
ースサーバ１から購入単価、市場品質、取引メーカ等のデータを受信した後で、表示装置
２３に入力のための画面を表示して、上記した配点に従って使用者に入力させるようにし
てもよい。
【００１２】
　次に、端末装置２０の演算手段２４は、各部品について、入力された「格付けポイント
（共通項目）」の総和、「コストダウン切り口ポイント」の総和を演算する（Ｓ１１２）
。
　演算を終えると、演算手段２４は、総和した格付けポイント、及びコストダウン切り口
ポイントを表示装置２３に表示する（Ｓ１１３）。
　続いて、演算手段２４は、格付けポイントの総和の値を順位付け、相対的に大きな部品
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をコストダウンのし易い部品（コストダウン対象の部品）として抽出する（Ｓ１１４）。
　この際、コストダウンの対象部品とするポイントの値は、予め基準値を決めておき、格
付けポイントの総和が、その値よりも大きければ、コストダウンの対象の部品とすればよ
い。
　例えば基準値を３０ポイントとすれば、共通項目の総和が２８ポイントと低い部品番号
ＣＣの部品ＧＨＩについては、コストダウンの余地は少ないとして除外する。
　こうして、部品毎に重み付けを行ってコストダウンを行う際に、どの部品から行うのが
効果的かを算出することができ、闇雲にコストダウンを考えるのではなく、段階的に対象
部品を絞ることが出来る。
【００１３】
　次に、演算手段２４は、抽出した部品について、ポイントの値が高いコストダウン切り
口を抽出する（Ｓ１１５）。
　そして、演算手段２４は、コストダウン対象の部品について、ポイントの最も高いコス
トダウン切り口ポイントを機種部品データベース２１に送信する（Ｓ１１６）。
　例えば、図３中、部品番号ＤＤの部品ＪＫＬは、共通項目のポイント合計が４５と最も
大きいことから最もコストダウンのし易い部品であり、さらにＪＫＬについて、コストダ
ウン切り口ポイントは「部品のモジュール化」のポイントが２０と最も大きい。
　従って、部品番号ＤＤの部品ＪＫＬのコストダウン切り口として、「部品のモジュール
化」がもっとも効果的な切り口として抽出される。
【００１４】
　また、部品番号ＡＡの部品ＡＢＣは、共通項目のポイント合計が４２と大きいから、コ
ストダウンのし易い部品とされ、さらに部品ＡＢＣについて、コストダウン切り口ポイン
トは「２社購買」が２０であり一番大きい。
　従って、部品ＡＢＣのコストダウン切り口として、「２社購買」が最も効果的な切り口
として抽出される。
　このようにして、部品ごとに、最も効果的で効率的とみなされるコストダウンのカテゴ
リを抽出することが本発明の特徴である。
　なお、コストダウンのカテゴリが抽出した後で、コストダウンのためには実際にどのよ
うな技術的活動をすればよいかを提示する必要がある。
　そこで、機種部品データベース２１には、コストダウンのカテゴリごとに、具体的に行
う技術的活動のフローを格納しておき、適宜使用者に提示可能にしておく。
　演算手段は、抽出されたコストダウン切り口によるコストダウン活動の流れを示すフロ
ーチャートを機種部品データベースサーバ２１から呼び出して（Ｓ１１７）、表示装置２
３に表示する（Ｓ１１８）。
　使用者は、かかるフローに従って、コストダウン活動を行っていく。
　図９は、具体的なコストダウン活動の手順を示すフローの一例を示す図である。
　図９は、コストダウン切り口として、例えば「２社購買」が抽出された場合に表示する
フローである。
　使用者は、このフローチャートに基づいて、最終的に技術課題を明確にして活動を行い
、コストダウンをおこなっていくことになる。
【００１５】
　以上説明したように、本発明のシステムにおいては、購入単価低減の目的を達成するた
めに必要な各部品の情報を各データベースより、ネットワークに接続している端末で容易
に取得することができ、同時に各判断基準の自動演算を端末にて行うことで、コストダウ
ンのし易さとしての格付け、及びどの様な視点でコストダウンするのが効率的かを短時間
で抽出する事が可能である。
　また、対象部品を絞った後、その部品はどの様な視点（現在４つの視点）でコストダウ
ンできる可能性が有るのかを明確にする事が出来る。
　さらに、コストダウンの可能性がある視点を絞った後、コストダウンをする為の具体的
な技術活動を抽出して使用者に提示することが出来る。
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【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明のシステム構成の一例を示す図。
【図２】図１の端末装置の構成を示す機能ブロック図
【図３】機種部品データベース２１に格納する項目の一覧を示す図。
【図４】「共通項目」に含まれる項目の詳細と指標（配点）を示す図。
【図５】「コストダウン切り口」に含まれる項目の詳細と指標（配点）を示す図。
【図６】本システムにおける処理の流れを示すフローチャート。
【図７】パスワードを入力させるための入力画面を示す図。
【図８】部品番号を入力させるための入力画面を示す図。
【図９】具体的なコストダウン活動の手順を示すフローの一例を示す図。
【符号の説明】
【００１７】
１　部品情報データベースサーバ、１０　部品発注データベース、１１　市場品質データ
ベース、１２　生産準備システムデータ、２０　端末装置、２１　機種部品データベース
、２２　入力手段、２３　表示装置、２４　演算手段、２５　ネットワークインターフェ
イス

【図１】

【図２】

【図３】
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【図６】 【図７】

【図８】
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